
先生の「いいね！」から始まる
小学校プログラミング教育
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横須賀市

人口：374,325人

児童生徒数：25,874人
（令和５年５月１日現在）

小学校：46校

中学校：23校

特別支援学校：２校

高等学校：１校

私が好き
自己賃定

自立自律主体性

あなたがき

ふ召理よ ... 

横須賀が好き
鱈土理解

地蠅の人やOらしの

中のつながり

• 



・小学校プログラミング教育推進に向けた取組

・取組の中で大切にしてきたこと

゜襖項頂泊h杓！

YOkOSUl<A CITY S・心 9007



実践報告書から

・スキル（プログルの操作に慣れる、ドラッグなどのPC操作に慣れる等）を身に付け
させる時間がどうしても必要になる。それをどのように確保するか気になっている。

・子どもの中には、「プログラミングが楽しかった。」とか、「プログラミングで
この図形が描けた。」ということしか残っていない気がする。

・素地的な活動をどの時間で、どの程度行うかは明確になっていないため、次年度以降
校内でどのようにカリキュラムマネジメントを行っていくかということが課題。

・プログラミングの技能をどの程度まで身につけさせていくのか、勉強
不足で見当がつかない。

【令和元年度報告から】

・本格的にプログラミングを学ばせるのであれば、設備も十分ないと厳し
いし、スキルのある教員が教えることが必要なのではないか。

◎ 
横須頂n中和l
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カリキュラムの構築に対する悩み

小学校プログラミング教育で求められる
資質・能力への誤解

取り組むための環境や指導体制への不安

◎ 
横須頂n中和l
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実践報告書から

【令和５年度報告から】

・ビジュアルプログラミングに低学年のうちから慣れるように声掛けとサポートをして
いきたい。

・コンピューターは魔法の箱ではなくプログラムによって動いていること、プログラム
を動かすには人が段取りを考えなくてはいけないことを実感してもらいたと思う。

・試行錯誤しながらやってみるということがよくわかりました。あれこれ考えながら、
挑戦していくことで子どもたちも成し遂げた感じが沸き起こると思うし、日常生活で
こうした機能を私達は得ながら生活をしていることを伝えていきたいと思った。

・以前6年生を担任したとき、まだＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋが導入されていな
かったので、研修を受けて、スムーズに教材研究ができそうだと感じた。

・今回の研修を通して、プログラミングの実践を校内で推進していくように
しようと思いました。今後は情報教育担当者と相談し、進めていきたいと
思います。

◎ 
横須頂n中和l
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低学年からの実施への意欲

小学校プログラミング教育で求められる
資質・能力への理解

校内での共有や１人１台端末の活用

◎ 
横須頂n中和l
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取組１：NPO法人及び情報教育研究会との連携

・夏季研修講座の実施
・プログラミング授業の実施及び公開

平成29年度
（2017年度）

（夏季研修講座及び
プログラミング授業公開の様子）

◎ 
横須頂n中和l
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・夏季研修講座の実施
・プログラミング指導者養成塾の開校

平成30年度
（2018年度）

取組１：NPO法人及び情報教育研究会との連携

（夏季研修講座及び
プログラミング指導者の授業の様子）

◎ 
横須頂n中和l
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取組２：市立小学校全体への研修等の実施

・教育課程研究会全体会での説明
・各学校１名参加の夏季研修講座の実施
・各学校１名参加の演習を含めた集合研修
・令和元年度実践報告の提出

令和元年度
（2019年度）

（令和元年度実践報告書）

◎ 
横須頂n中和l

YOKOSUKACIT曹 5 . N CE9007

1 実施記録4

実施日時4 呉裳学級•3

令和2年1月日 騎開目a 5年 1組・j

令和年月 8 峙開目4 5年組←ヽ

令和年月 8 峙開目*' 5年 組に・9

令和年月 日 峙間目4 5年 組ヽ•'

令和年月 日 峙間目i 5年 組；．3

4 

2 実施の1某子について〇氾長 ・課題等）り

(1)指導について＇

単元の実際の秤数d 4 

指導者氏名• （そ函プログラミ

ングにかかった時数〉

l 
12月f.1a 4 

（ 3峙間）◆ 

峙閉d 、

（ 峙間）會’

問間4 、

（ 時間）＊ 

時間a , 

（ 峙間）＊’ 

峙間a , 

（ 『甜閉）＋ 

•I ブログラミング拉用することで、 頭 に部 をしながら困会的に学習することができ、

．敬師但l1としても単元を計画する うえで、楽しみながら学習を進めることができた。4

(2)児窒の様子について4

図形の苦手な子も、辺れ惑覚で学習を進めることができたため、 苦手にしてい冴菓子もあ

まり見られず、とても効果的であったと怒じます。

3 今後に向けて（気になっていること、国ってもこと等）、

［言江霊竺：ごご：；；雰覧：；；ご‘は芯霜
＊ければ＼‘しナないと更．いました。d



取組２：市立小学校全体への研修等の実施

・「情報活用能力の育成のための手引き」通知
・６年生理科「電気の利用」の教材配布

令和２年度
（2020年度）

（教材の配布）（イントラネットサイト内の
「情報活用能力の育成のための手引き」）

◎ 
横須頂n中和l
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［情報活用能力の育成のための手引き（第2版）

0全

．衰祇～1 今ての学校で取り結む'r胃秤活用能力の齊成

• 2....l胃柏活用能力とは

• 3 GIGAスクーJI'中責棟とのつながり

• 4 Q&A 

• 5 情報活用能力 全体指導計両

• 6 指導例（ 見方）

• 6-1 指導例小学校1年

．6-？ 指導例小学校2年

• 6-3 指導例小学校3年

• 6-4 指導例小学校4年

• 6-5指導例小学校5年
• 6-6 指導例小学杓6年

• 6-7 指導例中学杓1年

• 6-8 指導例 中学校？年

• 6-9 指導例 中学校3年

• 7 活用教材～参老文献及びHP

• It重，，・・す●` のだ"●ブ9スチッ9ケース.,,,,.,,ずつ≪鯖（●U●とのて≪納）

• コンテヤ，，,,ス，，,.セ99≪鯖

● 9 ブ9ス”'9-スuaりK コン.,,.妬9(99●X999X99) 鵞攣●し•ut

....騎 '亀•"".」て懺●す贔と9“｀こ のセ9 卜のU•｀に量竃疇0,.,イ●ード）．ヮニ〇

,,,,ブ、竃濾 （コンデンテー）、鼻●が ．



取組３：市立小学校全体への研修の継続

・オンデマンド研修
・令和３年度実践報告の提出

・オンデマンド研修
・夏季研修講座の実施
・令和４年度実践報告の提出

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

・各学校１名参加の演習を含めた集合研修
・令和５年度実践報告の提出

令和５年度
（2023年度）

◎ 
横須頂n中和l
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各取組で大切にしてきたこと

小学校プログラミング教育で目指す
「子どもの姿」の共有

「これはやりましょう」

継続した情報提供

◎ 
横須頂n中和l
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最後に

プログラミング教育実施状況
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横輝□叩 l ■教育課程上でブログラミング教育に関わる指導を行っている学校の割合

■5年算数でプログラミング教育を行っている割合

■6年理科でブログラミング教育を行っている割合

YOKOSU心 OTY却 CE四 ■上記以外でブログラミングを行っている割合



最後に

普段の生活場面において、プログラミング
は多く活用されていることを考えることが
できました。児童の視点から研修を受講す
ることができたので、とても面白かったで
す。

自分で遊んでみることがかなり
大事だと考えました。

｀ 

◎ 
横須頂n中和l
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